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一
〇
（
七
五
二
）

剰
余
価
値
説
の
成
立
過
程
一
二
一

松
　
　
田

弘
　
　
三

三

　
経
済
学
を
一
つ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
科
学
た
ら
し
め
た
「
古
典
経
済
学
は

階
級
闘
争
が
未
発
展
な
時
期
の
も
の
で
あ
る
。
」
こ
の
よ
う
な
地
盤
の
う

え
に
、
ア
。
タ
ム
・
ス
ミ
ス
お
よ
び
リ
カ
ー
ド
は
、
お
そ
れ
る
と
こ
ろ
な

く
、
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
経
済
体
制
の
内
的
連
関
を
曝
露
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
し
か
る
に
産
業
革
命
の
完
成
、
大
工
業
を
基
礎
と
す
る
資
本
主
義

社
会
の
確
立
と
と
も
に
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
と

の
階
級
対
立
が
明
瞭
に
な
っ
で
、
き
た
、
一
と
く
に
イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
フ
ラ

ソ
ス
に
お
け
る
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
ジ
ー
の
政
治
的
権
力
の
獲
得
「
以
来
、
階

級
闘
争
が
実
践
的
お
よ
び
理
論
的
に
、
ま
す
ま
す
公
然
か
つ
威
嚇
的
な

形
態
を
と
っ
た
。
そ
れ
は
科
学
的
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
経
済
学
の
葬
鐘
を
鳴
ら

　
Ｄ

し
た
」
い
ま
や
、
経
済
学
は
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
立
場
に
立
っ
か
ぎ
り
、
俗

流
化
Ｌ
、
弁
護
論
的
な
も
の
に
転
落
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。

　
こ
の
古
典
経
済
学
か
ら
俗
流
経
済
学
へ
の
決
定
的
転
換
期
は
一
八
三

〇
年
代
で
あ
る
が
、
こ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
経
済
学
に
た
い
す
る
、
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
的
批
判
は
、
す
で
に
そ
れ
以
前
に
、
古
典
経
済
学
の
最
高
の
発

展
段
階
で
あ
る
リ
ヵ
ー
ド
経
済
学
に
ひ
き
つ
づ
い
て
、
蘭
芽
的
形
態
に

お
い
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
、
、
す
な
わ
ぢ
、
こ
の
よ
う
な
批
判
は
、
リ
ヵ

ー
ド
の
経
済
理
論
、
と
く
に
労
働
価
値
説
の
黄
器
を
、
逆
に
ブ
ル
ジ
ョ

ァ
ジ
ー
に
向
け
る
こ
と
に
よ
っ
一
、
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
、

　
０
Ｄ
　
穴
・
室
冒
ざ
Ｈ
）
冒
穴
毛
ぎ
一
一
－
ｗ
・
一
・
Ｈ
・
ｏ
ｃ
・
旨
－
お
長
谷
部
文
雄
訳

　
　
ｃ
Ｕ
七
七
－
七
九
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
１

　
こ
の
よ
う
、
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
経
済
学
の
先
駆
的
形
態
は
、
と
く
に
一

八
二
〇
年
代
の
リ
カ
ー
ド
派
社
会
主
義
者
の
著
作
に
み
ら
れ
る
、
、
だ
が

そ
の
ま
え
に
、
近
代
社
会
主
義
の
偉
大
な
創
始
者
の
一
人
、
ロ
バ
ー
ト

・
オ
ー
ウ
ェ
ン
（
一
｛
ｃ
ご
葦
（
）
婁
；
ニ
ミ
Ｈ
…
Ｈ
ｃ
ｃ
ｏ
ｏ
ｃ
）
の
経
済
患
想
を
み



‘

て
お
ぎ
た
い
、
、
オ
ー
ウ
ェ
ソ
も
経
済
学
に
か
ん
す
る
か
ぎ
り
で
は
リ
ヵ

丁
ド
に
立
脚
し
て
い
る
が
、
彼
の
思
想
心
」
多
方
面
に
わ
た
っ
て
お
り
、

か
つ
彼
の
実
践
と
分
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
理
解

す
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
彼
の
主
要
な
活
動
を
あ
わ
せ
て
み
て
ゆ

か
ね
ぱ
な
ら
ぬ
。

　
産
業
革
命
期
に
お
げ
る
異
常
な
成
功
者
の
一
人
と
し
て
、
君
く
し
て

ス
コ
ツ
ト
ラ
ソ
ド
最
大
の
ニ
ュ
ー
ラ
ナ
ー
ク
紡
績
工
場
の
「
統
治
」
老

（
一
八
○
○
年
以
降
二
十
五
年
間
）
と
な
っ
た
オ
ー
ウ
ェ
ソ
は
、
労
働

者
状
態
の
徹
底
的
改
良
に
よ
っ
て
、
そ
の
性
格
改
善
に
成
功
し
た
。
こ

の
実
験
に
も
と
ず
い
て
体
系
化
さ
れ
た
彼
の
「
性
格
形
成
論
」
は
、
一

八
；
一
　
　
一
四
年
の
『
社
会
に
か
ん
す
る
新
見
解
』
（
ト
黒
幸
≦
署

。
纂
・
９
。
｛
旨
婁
岩
昌
茅
民
目
暑
一
二
；
お
睾
蔓
巨
昌
◎
；
５

自
目
冒
、
、
、
〇
一
、
、
、
、
。
葦
）
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
根
本
思
想
は
性

格
形
成
に
お
げ
る
環
境
の
重
要
視
と
環
境
改
良
に
よ
る
性
格
改
善
の
可

能
性
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
彼
の
教
育
に
か
ん
す
る
実
践
と
主
張
と
が
生

ま
れ
る
、
そ
し
て
そ
の
理
論
は
彼
の
全
思
想
の
基
礎
と
な
っ
た
。

　
だ
が
オ
ー
ウ
エ
ン
は
も
と
よ
り
、
こ
れ
に
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
労
働

者
の
奴
隷
状
態
か
ら
の
解
放
の
た
め
に
、
一
八
一
五
年
彼
は
、
幼
児
の

使
用
禁
止
、
十
時
問
半
労
働
日
を
ふ
く
む
、
工
場
法
案
を
議
会
に
提
出
し

た
。
そ
れ
は
労
働
日
の
制
隈
の
た
め
の
最
初
の
試
み
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
一
層
重
要
な
も
の
は
、
一
八
一
七
年
の
恐
暁
の
原
因
と
救
済

　
　
　
剰
余
価
値
観
の
成
立
過
程
臼
（
松
囲
）

策
に
か
ん
す
る
彼
の
建
議
で
あ
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ソ
戦
争
の
終
結
は
イ
ギ

リ
ス
に
恐
慌
を
も
た
ら
し
た
一
、
そ
の
対
策
を
考
究
す
る
た
め
の
委
員
会

に
お
い
て
は
、
オ
ー
ウ
ェ
ソ
を
除
い
て
、
た
れ
ひ
と
り
恐
慌
の
真
の
性

質
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
ぎ
な
か
っ
た
。
彼
は
そ
の
報
告
書

『
工
場
貧
民
救
済
委
員
会
へ
の
報
告
』
（
寄
毛
・
：
・
巨
さ
ｏ
・
邑
毒
ｏ
亀

亭
Ｏ
＞
。
。
閉
０
９
ま
；
　
｛
Ｃ
Ｒ
手
Ｏ
－
｛
２
亀
　
Ｃ
｛
手
Ｏ
　
峯
Ｐ
目
亀
８
巨
ユ
長
彗
（
一

Ｈ
・
巳
、
。
冒
、
一
奏
－
、
・
；
）
に
お
い
て
い
う
、
、
現
在
の
窮
乏
の
直
接
原
因
は
、

機
械
の
採
用
に
よ
る
人
問
労
働
の
価
値
下
落
で
あ
る
。
機
械
の
採
用
は

生
産
物
の
価
値
を
引
下
げ
、
価
格
の
低
落
は
そ
の
需
要
を
増
加
さ
せ
た
、

か
く
し
て
戦
時
の
二
十
五
年
間
生
産
力
は
躍
進
を
つ
づ
け
、
人
口
が
十

五
倍
な
い
し
二
十
倍
に
な
っ
た
の
と
お
な
じ
効
果
を
も
つ
に
至
っ
た
。

し
か
る
に
平
和
の
到
来
と
と
も
に
戦
時
需
要
が
や
み
、
需
要
の
減
少
の

た
め
に
供
給
の
源
泉
を
縮
少
晋
ね
ぱ
な
ら
な
く
な
る
と
、
機
械
力
が
人

間
労
働
よ
り
も
は
る
か
に
安
価
な
こ
と
が
明
か
と
な
っ
た
、
そ
の
結
果

機
械
力
は
引
ぎ
つ
づ
ぎ
使
用
さ
れ
た
が
、
人
間
労
働
は
機
械
に
代
え
ら

れ
た
。
そ
し
て
人
問
労
働
は
、
い
ま
や
人
が
通
常
の
安
楽
さ
で
生
活
す

る
た
め
に
絶
対
に
必
要
な
よ
り
も
、
は
る
か
に
低
い
価
格
で
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
労
働
者
階
級
は
い
ま
や
機
械
力
と
競
争
す
る
適
当
な

手
段
を
も
た
な
い
こ
と
が
明
か
と
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
仙
機
械
の
使

用
が
大
い
に
減
ら
さ
れ
る
か
、
似
数
百
万
の
人
間
が
飢
え
る
か
、
さ
も

な
け
れ
ぱ
、
倒
失
業
労
働
者
の
た
め
に
有
利
な
仕
事
を
み
つ
け
、
そ
の

　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
（
七
五
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
六
号
）

労
働
に
機
械
が
現
在
の
よ
う
に
と
っ
て
か
わ
る
の
で
は
な
く
、
補
助
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

し
て
用
い
ら
れ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
、
と
。
た
れ
か
オ
ー
ウ
ェ
ソ
以
前
に
か
く

も
鮮
か
に
機
械
の
資
本
制
的
利
用
の
結
果
を
描
ぎ
出
し
た
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
生
産
力
の
無
制
限
の
発
展
と
制
隈
さ
れ
た
消
費
と
の
あ
い
だ
の
矛

盾
に
恐
慌
の
原
因
を
見
出
す
こ
と
が
で
ぎ
た
で
あ
ろ
う
か
。
オ
ー
ウ
ェ

ソ
の
恐
慌
論
は
げ
っ
し
て
過
少
消
費
説
で
は
な
く
、
む
し
ろ
事
実
上
恐

慌
の
基
本
的
原
因
を
、
資
本
制
生
産
様
式
の
基
本
的
矛
盾
で
あ
る
生
産

の
社
会
的
性
質
と
占
有
の
私
的
性
質
と
の
あ
い
だ
の
矛
盾
に
も
と
め
る

見
解
に
到
達
し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
オ
ー
ウ
ェ
ソ

は
こ
の
報
告
の
う
ち
で
、
失
業
に
た
い
す
る
根
本
対
策
と
し
て
は
じ
め

て
そ
の
「
協
同
村
落
」
の
プ
ラ
ソ
を
展
開
し
で
、
い
る
。
こ
の
報
告
は
彼

の
共
産
主
義
へ
の
前
進
の
旋
回
点
と
な
っ
た
。

　
だ
が
オ
ー
ウ
エ
ソ
の
協
同
杜
会
の
構
想
は
、
一
八
二
〇
年
の
『
ラ
ナ

ー
ク
州
へ
の
報
告
』
（
寮
毛
・
二
・
亭
ｏ
Ｏ
・
旨
２
・
｛
Ｈ
・
彗
冒
斤
）
に
お
い

て
一
層
明
確
と
な
る
。
そ
Ｌ
て
こ
の
書
は
、
彼
が
そ
の
「
経
済
思
想
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
）

最
も
完
全
に
の
べ
て
い
る
」
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
、
、
彼
ニ
リ
カ
ー
ド

の
労
働
仙
値
説
に
も
と
ず
い
て
そ
の
根
本
原
理
を
立
で
、
て
い
る
。
「
正

し
く
指
導
さ
れ
た
手
の
労
働
は
、
す
べ
て
の
富
と
国
民
の
繁
栄
の
源
泉

で
あ
る
。
正
し
く
指
導
さ
れ
る
と
き
、
労
働
は
労
働
者
を
充
分
安
楽
に

維
持
す
る
に
必
要
な
費
用
よ
り
も
、
社
会
に
と
っ
て
は
る
か
に
多
く
の

　
　
　
　
り

価
値
を
も
つ
」
と
。
オ
ー
ウ
ェ
ソ
の
労
働
価
値
説
は
リ
カ
ー
ド
の
そ
れ

　
　
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二
（
七
五
四
）

か
ら
出
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
の
階
級
的
地
盤
を
異
に
す
る
こ
と
に
ょ

っ
て
、
正
反
対
の
も
の
に
鯨
化
し
て
い
る
、
そ
の
こ
と
は
次
の
「
人
問

労
働
本
位
制
」
（
ピ
さ
○
ｎ
９
ま
冒
Ｐ
己
；
旨
一
彗
Ｈ
・
巳
、
つ
昌
）
に
つ
い
て
の

議
論
に
よ
っ
て
あ
ぎ
ら
か
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ぱ
貨
幣
は
お
ら
ゆ
る
害

悪
の
根
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
価
値
標
準
と
し
て
金
銀
の
代
り
に
人
間

労
働
を
採
用
す
べ
ぎ
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
「
自
然
的
価
値
標
準

は
、
主
と
し
て
人
間
労
働
で
あ
る
。
ち
る
い
は
、
人
間
が
活
動
さ
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
）

手
と
頭
脳
の
結
合
さ
れ
た
力
で
あ
る
。
」
「
創
造
さ
れ
た
新
し
い
富
の
う

ち
か
ら
、
そ
れ
を
生
産
し
た
労
働
者
は
公
正
な
分
け
ま
え
を
受
け
る
正

当
な
権
利
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
自
然
的
価
値
標
準
が
現
実
の
価
値
標

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
）

準
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
に
た
い
し
て
確
定
さ
れ
う
る
。
」
と
も

か
く
こ
れ
に
よ
っ
て
事
実
上
、
労
働
者
の
剰
験
価
値
搾
取
か
ら
の
解
放

が
目
指
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
コ
ー
ル
は
本
書
が
「
社
会
主
義
的
労

　
　
　
　
　
　
　
７
）

働
価
値
説
を
宣
言
」
し
た
と
い
っ
て
い
る
、
そ
こ
に
剰
余
価
値
説
の
爾

芽
を
認
め
る
こ
と
ユ
で
ぎ
な
い
に
し
！
、
も
、
労
働
価
値
説
を
ブ
ル
ジ
ヨ

ァ
ジ
ー
の
武
器
か
ら
、
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
ジ
ー
に
た
い
す
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ

ー
ト
の
武
辮
に
転
化
し
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
、
、
た
お
本
書
に
お

い
て
、
オ
ー
ウ
ェ
ソ
は
そ
の
協
同
村
落
の
プ
ラ
ソ
を
、
も
ユ
や
た
ん
に

失
業
対
策
と
し
て
で
は
な
く
、
社
会
変
革
の
基
本
政
策
と
Ｌ
て
推
唱
Ｌ

て
い
る
。
　
一
般
に
サ
ソ
・
シ
モ
ソ
　
（
〇
一
昌
亭
■
雪
、
｝
○
ｃ
巴
目
↓
．
コ
ｃ
一
コ
一
。
コ
・

ミ
Ｑ
◎
－
Ｈ
ｏ
ｏ
心
饒
）
、
フ
ー
リ
ェ
（
９
；
巳
８
弓
◎
膏
｝
ｏ
“
ミ
ベ
Ｎ
１
，
Ｈ
Ｏ
ｏ
○
◎
“
）
、
オ

●



ー
ウ
ェ
ソ
と
な
ら
べ
て
三
大
空
想
社
会
主
義
者
と
よ
ぶ
が
、
サ
ソ
．
シ

モ
ソ
は
大
体
に
お
い
て
進
歩
的
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
を
代
表
し
、
フ
ー
リ

ェ
に
は
小
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
色
彩
が
つ
よ
く
、
そ
の
「
フ
ァ
ラ
ソ
ス
テ
ー

ル
」
の
う
ち
に
資
本
を
認
め
て
い
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
オ
ー
ウ
ェ
ソ

は
、
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
的
先
進
性
に
よ
っ
で
、
で
あ
る
が
、
生
産
手
段
の

完
全
な
共
有
を
主
張
し
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
立
場
に
立
っ
て
い
る

と
お
も
わ
れ
る
。
　
「
社
会
主
義
者
」
（
Ｏ
。
・
・
邑
艮
）
と
い
う
名
称
が
、
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
）

じ
め
て
オ
ー
ウ
ェ
ソ
派
の
機
関
誌
か
ら
生
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
も
偶
然

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
『
ラ
ナ
ー
ク
州
へ
の
報
告
』
は
「
オ
ー
ウ
エ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
の

ズ
ム
の
最
重
要
な
論
策
」
で
あ
り
、
「
マ
ル
ク
ス
に
た
い
」
て
、
彼
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

学
説
に
重
要
な
示
喫
を
あ
た
え
た
。
」
と
い
わ
れ
て
い
る
、

　
オ
ー
ウ
ェ
ソ
の
ア
メ
リ
カ
に
お
げ
る
共
産
村
落
の
実
験
（
ニ
ュ
ー
・

ハ
ー
モ
ニ
ー
、
一
八
二
五
年
以
降
）
は
完
全
に
失
敗
し
た
が
、
オ
ー
ウ

ェ
ニ
ズ
ム
は
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者
階
級
の
あ
い
だ
に
浸
透
し
、
解
放
運

動
の
主
潮
と
な
っ
た
。
一
八
三
二
年
の
「
全
国
衡
平
労
働
交
換
所
」

（
豪
３
冒
一
身
昌
邑
ｏ
５
一
皇
ニ
ォ
争
彗
ぴ
・
ｏ
）
は
、
彼
の
労
働
本
位
制

に
も
と
ず
い
て
、
多
数
の
労
働
者
協
同
組
合
を
組
織
化
し
、
三
四
年
の

「
全
国
労
働
組
合
連
合
一
（
（
ぎ
己
茅
手
昌
一
９
易
一
自
・
巨
＆
宇
邑
・

ｑ
邑
昌
）
は
、
オ
ー
ウ
ェ
ソ
の
旗
の
下
に
全
国
の
労
働
組
合
を
統
合
し

た
。
彼
は
こ
の
労
働
組
合
と
協
同
組
合
と
に
よ
っ
て
資
本
主
義
社
会
を

一
朝
に
」
て
変
革
す
る
こ
と
を
夢
み
た
。
し
か
し
労
働
交
換
所
も
労
働

　
　
　
剰
余
価
値
説
の
成
立
過
程
臼
（
松
田
）

組
合
連
合
も
ま
も
な
く
崩
壊
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
と
と
も
に
オ
ー
ウ
ェ

ソ
は
労
働
運
動
か
ら
ま
っ
た
く
手
を
ひ
い
た
、
、

　
オ
ー
ウ
ェ
ソ
の
歴
史
的
役
割
は
一
八
三
四
年
を
も
っ
て
終
っ
た
、
以

後
オ
ー
ウ
ェ
ニ
ズ
ム
は
超
階
級
的
協
同
主
義
に
堕
し
、
彼
の
『
新
道
徳

世
界
の
書
』
（
昌
５
昂
８
斤
亀
亭
０
ズ
署
旨
冥
賞
一
多
）
、
一
戸
べ
勺
嘗
、
員

Ｈ
ｏ
・
ｏ
．
ｏ
虞
）
は
彼
の
信
徒
の
バ
イ
ブ
ル
と
な
っ
た
。
し
か
し
労
働
者
階

級
の
運
動
は
前
進
を
つ
づ
げ
て
、
チ
ャ
ー
チ
ス
ト
の
大
闘
争
と
な
り
、

そ
れ
を
通
じ
て
オ
ー
ウ
ェ
ニ
ズ
ム
の
精
髄
は
、
マ
ル
ク
ス
皿
エ
ソ
ゲ
ル

ス
に
よ
っ
て
批
判
的
に
摂
取
さ
れ
た
。
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
労
働
者

の
利
益
の
た
め
の
す
べ
て
の
社
会
運
動
や
現
実
の
進
歩
が
、
す
べ
て
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｄ

ー
ウ
ェ
ソ
の
名
に
む
す
び
つ
い
て
い
る
、
」
ぱ
か
り
で
な
く
、
彼
は
経
済

学
史
の
上
で
も
、
社
会
主
義
経
済
学
の
最
初
の
基
礎
を
お
い
た
人
で
あ

っ
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

　
２
）
　
戸
○
事
昌
一
オ
ｏ
考
≦
ｏ
奉
ｏ
ｈ
ｏ
Ｏ
ｏ
ｇ
ｏ
ｑ
一
■
き
ｑ
冒
竃
、
。
・
■
亭
§
々
甲

　
　
旨
ｏ
ｌ
ｏ
ｏ

　
働
　
ロ
ー
ゼ
ン
ペ
ル
グ
直
井
武
夫
訳
『
経
済
学
史
二
』
三
六
二
頁
。

　
側
　
（
）
秦
目
二
一
邑
・
勺
・
豊
Ｑ

　
働
　
　
Ｈ
げ
－
｛
・
勺
・
〕
ｑ
Ｏ

　
ゆ
　
白
書
．
？
心
ｓ

　
ガ
　
　
（
｝
．
－
）
．
昌
．
Ｏ
ｏ
－
９
＞
皿
プ
ｏ
二
自
｛
し
・
ざ
『
｝
一
島
昌
さ
お
『
｝
げ
プ
ノ
く
◎
Ｒ
プ
山
：
ぴ
ｑ
ｏ
ぎ
］
。
｝

　
　
峯
ｃ
き
昌
ｇ
戸
林
健
太
郎
・
河
上
民
雄
・
嘉
治
元
郎
共
訳
『
イ
ギ
リ

　
　
ス
労
働
運
動
史
１
』
九
八
頁
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ニ
ニ
（
七
五
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
二
巻
・
第
六
号
）

　
働
　
芦
黒
８
弓
ざ
目
鼻
◎
｛
◎
｛
射
鼻
昂
｝
◎
ｏ
８
邑
げ
冒
く
◎
－
．
Ｈ
．
ｏ
．

　
　
Ｈ
◎
。
べ
加
固
哲
二
訳
『
英
国
杜
会
主
義
史
；
ニ
ニ
三
頁
。

　
Ｇ
ヵ
　
五
島
茂
『
ロ
バ
ァ
ト
・
オ
ウ
エ
ン
著
作
史
』
一
〇
四
頁
◎

　
○
の
　
コ
ー
ル
前
掲
書
訳
九
八
頁
。

　
仁
抄
弓
・
厚
げ
・
景
皇
・
塁
芽
事
一
冒
げ
・
｛
窃
９
０
・
註
豪
冒
暮
く
昌
宗
・

　
　
具
◎
亘
ｏ
・
旨
考
一
翼
竃
争
邑
け
・
邦
訊
『
マ
ル
ク
ス
冊
エ
ン
ゲ
ル
ス
ニ

　
　
巻
選
集
』
第
二
巻
九
六
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
２

　
「
一
八
二
〇
年
代
に
リ
カ
ー
ド
の
価
値
理
論
お
よ
び
剰
余
価
値
理
論

を
、
資
本
制
生
産
に
抗
す
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
た
め
に
逆
用
し
、

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
闘
う
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
自
身
の
武
器
を
も
っ
て

２
）

１
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

し
」
た
と
こ
ろ
の
、
リ
カ
ー
ド
派
社
会
主
義
者
は
、
チ
ャ
ー
ル
ス
・
ホ
ー

ル
（
〇
一
員
一
８
自
己
一
ニ
ミ
○
～
ｉ
Ｈ
ｏ
ｃ
８
～
）
を
先
駆
者
と
し
、
タ
ム
ソ
ソ
、

グ
レ
イ
、
ホ
ジ
ス
キ
ソ
、
エ
ド
モ
ソ
ヅ
ら
を
中
心
と
し
、
ジ
ョ
ソ
・
ブ

レ
ィ
を
最
後
と
す
る
一
団
の
人
々
で
あ
っ
た
。
だ
が
彼
ら
の
あ
い
だ
に

は
、
タ
ム
ソ
ソ
ら
の
オ
ｉ
ウ
ェ
ソ
的
社
会
主
義
者
と
、
ホ
ジ
ス
キ
ソ
ら

の
反
資
本
主
義
的
経
済
学
者
と
の
二
つ
の
流
れ
が
あ
っ
た
。
ま
ず
前
者

か
ら
み
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
、
、

　
こ
れ
ら
の
人
々
は
ベ
ソ
タ
ム
の
功
利
主
義
を
哲
学
的
基
礎
と
し
、
オ

ー
ウ
ェ
ソ
流
の
協
同
社
会
の
樹
立
を
目
標
と
し
て
い
た
。
そ
の
代
表
者

ウ
ィ
リ
ア
ム
．
タ
ム
ソ
ソ
（
～
く
…
サ
冒
弓
一
さ
冒
石
っ
～
ミ
ｏ
◎
ｇ
ｏ
ｌ
Ｈ
ｏ
ｏ
Ｏ
ｏ
Ｏ
ｏ
）
は

ベ
ソ
タ
ム
主
義
者
と
し
て
出
発
し
、
オ
ー
ウ
ェ
ソ
の
主
張
に
共
鳴
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四
（
七
五
六
）

に
至
ワ
た
の
で
あ
ワ
て
、
一
八
二
四
年
に
主
著
『
人
類
の
幸
福
に
と
っ

て
最
善
の
富
の
分
配
の
原
理
の
研
究
』
（
ト
目
岸
毛
与
匡
・
亭
・
牢
一
員
－

○
号
－
＄
ｏ
｛
Ｏ
冥
ユ
げ
巨
甘
ｏ
目
◎
｛
老
Ｓ
三
戸
目
暮
一
〇
〇
目
｛
暮
匡
葛
６
曽
自
冒
彗

｝
岩
且
篶
筆
）
を
薯
し
た
、
、
そ
の
説
く
と
こ
ろ
は
、
現
代
社
会
の
矛
盾

は
富
の
生
産
の
増
大
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
社
会
の
一
部
の
も
の

に
専
有
さ
れ
て
、
大
多
数
の
も
の
は
富
の
欠
乏
に
苦
し
ん
で
い
る
と
こ

ろ
に
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
経
済
学
は
「
富
の
科
学
」
で
は
な
く
、
「
人
類

の
幸
福
を
促
進
す
る
科
学
」
で
な
げ
れ
ぱ
な
ら
ず
、
富
の
生
産
で
は
な

く
て
富
の
分
配
を
、
す
な
わ
ち
「
最
大
可
能
な
る
人
類
の
幸
福
、
い
い

か
え
れ
ば
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
を
促
進
す
る
」
分
配
の
体
制
を
追
求

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
こ
で
彼
は
古
典
経
済
学
の
労
働
価
値
説
に
立
脚
し

て
、
「
労
働
の
み
が
富
の
生
み
の
親
」
で
あ
り
、
価
値
の
尺
度
で
あ
る

と
な
し
、
し
か
も
現
実
に
お
い
て
は
資
本
に
た
い
す
る
報
酬
、
す
な
わ

ち
利
潤
が
労
働
生
産
物
か
ら
控
除
さ
れ
で
、
い
る
と
い
う
。
彼
は
資
本
家

の
評
価
に
し
た
が
え
ぱ
資
本
も
富
を
生
産
し
う
る
が
ゆ
え
に
、
そ
れ
に

報
酬
す
な
わ
ち
利
潤
が
支
払
わ
れ
る
の
は
正
当
で
あ
る
と
す
る
が
、
し

か
し
も
し
こ
の
よ
う
な
評
価
が
一
股
的
と
な
れ
ぱ
、
社
会
に
甚
だ
し
い

不
平
等
が
起
り
、
人
類
の
幸
福
は
最
低
水
準
ま
で
低
下
す
る
で
あ
ろ
う

か
ら
、
労
働
者
の
評
価
が
一
般
に
行
わ
れ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
、
す
な
わ
ち
労

働
者
は
自
已
の
労
働
の
全
生
産
物
を
自
己
の
手
に
収
め
ね
ば
な
ら
ぬ
と

主
張
す
る
。
し
た
が
っ
て
タ
ム
ソ
ソ
の
剰
余
価
値
論
は
理
論
的
で
は
な



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝸

く
、
い
ぢ
じ
る
し
く
倫
理
的
批
判
の
色
彩
が
濃
厚
で
あ
る
。
さ
て
彼
は

富
か
ら
最
大
の
幸
福
を
つ
く
り
出
す
た
め
に
は
、
こ
の
労
働
全
収
権
と

と
も
に
、
労
働
と
交
換
の
自
由
が
必
要
で
あ
る
と
し
、
こ
れ
ら
の
原
理

が
も
っ
と
も
よ
く
実
現
さ
れ
る
社
会
と
Ｌ
て
、
当
初
小
生
産
者
を
主
体

と
す
る
社
会
を
描
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
二
七
年
に
著
Ｌ
た
『
労

働
報
酬
論
』
（
■
き
・
膏
黒
書
邑
＆
）
で
は
、
ホ
ジ
ス
キ
ソ
の
自
由
競
争

体
制
に
反
対
し
て
、
平
等
と
安
全
と
を
共
に
確
保
す
る
唯
一
の
途
は
、

各
人
の
自
由
意
志
に
よ
る
協
同
社
会
で
あ
る
と
主
張
す
る
に
至
っ
た
。

　
タ
ム
ソ
ソ
と
同
様
に
労
働
価
値
説
に
も
と
ず
い
て
協
同
社
会
主
義
を

主
張
し
た
も
の
は
、
ジ
ョ
ソ
・
グ
レ
イ
（
－
・
一
；
ｏ
§
ざ
Ｈ
さ
甲
－
－
○
・
ｃ
．
ｃ
。
）

で
あ
る
つ
彼
は
『
人
類
の
幸
福
に
か
ん
す
る
講
義
』
（
＞
Ｈ
・
婁
毒
・
；

目
自
、
自
、
目
自
、
毛
ぎ
・
…
一
富
旨
）
お
よ
び
『
社
会
制
度
論
』
（
日
お
○
０
８
邑

○
ｏ
×
。
。
け
。
旨
一
・
易
・
。
Ｈ
）
を
著
し
、
貧
者
の
犠
牲
に
お
い
て
富
者
の
存
在
す
る

社
会
の
矛
盾
を
指
摘
し
、
等
価
交
換
の
確
保
さ
れ
る
社
会
を
構
想
し
た
。

彼
は
そ
の
手
段
と
し
一
、
通
貨
改
革
を
主
張
し
、
オ
ー
ウ
ェ
ソ
の
思
想
を

継
承
し
て
、
「
労
働
貨
幣
」
の
理
論
を
展
開
し
た
。

　
タ
ム
ソ
ソ
ら
の
流
れ
を
汲
む
も
の
に
は
な
お
エ
ド
モ
ソ
ズ
（
ビ
５
；
ｕ
・

宍
。
、
く
。
邑
、
一
・
目
、
、
一
己
、
二
・
ｃ
事
Ｉ
ｃ
ｃ
ｃ
）
　
　
薯
書
『
実
践
的
・
道
徳
的
・
政

治
的
・
経
済
学
』
　
（
－
、
昌
２
・
呈
昌
；
ポ
彗
｛
ま
葦
邑
睾
；
；
く
一
・
・

亭
ｏ
ｏ
；
ｏ
昌
旨
９
戸
－
牢
一
打
－
昌
昌
｛
宇
ｕ
・
葦
具
一
ｃ
－
乞
冒
ｏ
ｕ
・
け
８
目
｛
暮
＝
き
３

掌
畠
・
崖
邑
｝
毛
口
目
婁
・
目
｛
ざ
髪
ぎ
量
一
寄
奏
“
－
◎
・
Ｎ
◎
・
）
　
　
、
お

　
　
　
剰
余
価
値
説
の
成
立
過
程
臼
（
松
固
〉

よ
び
ジ
ョ
ソ
・
ブ
レ
イ
（
－
争
目
掌
彗
・
げ
単
占
）
　
　
著
書
『
労
働

〔
者
〕
の
苦
悩
と
労
働
〔
者
〕
の
救
済
』
（
Ｈ
・
・
ぎ
冒
、
。
・
考
・
昌
サ
・
彗
｛

■
き
◎
膏
、
。
竈
■
ｏ
冒
＆
ざ
；
皇
５
＞
す
ｑ
ｏ
（
一
｛
曽
屯
昌
彗
｛
日
さ
＞
ぴ
ｑ
ｏ
ｏ
｛

昏
胴
戸
Ｈ
・
。
・
。
ｃ
）
　
　
な
ど
が
あ
る
。
ブ
レ
イ
の
『
労
働
〔
者
〕
の
苦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

悩
』
は
「
オ
ー
ウ
ェ
ニ
ズ
ム
の
最
後
の
も
っ
と
も
力
強
い
宣
言
」
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
ｏ
ａ
　
■
目
渇
箒
一
く
ｏ
暑
貫
昌
冒
。
。
Ｕ
蕩
床
毛
ま
一
、
、
∴
罠
中
戸
４
お

　
　
訳
田
二
三
頁
。

　
○
功
　
タ
ム
ソ
ン
の
『
分
配
論
』
の
な
か
に
は
ｏ
ｏ
冒
－
畠
く
巳
暮
と
い

　
　
う
こ
と
ば
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
剰
余
価
値
と
は
違
っ
た
意
味

　
　
に
つ
か
わ
れ
て
い
る
ｏ

岬
声
皆
ｇ
掌
二
量
；
。
｛
量
董
二
・
・
彗
彗
・
一
く
・
一
．
二
・

　
　
轟
ｏ
訳
二
七
九
頁
。

　
　
　
こ
の
書
物
に
は
っ
ぎ
の
よ
う
な
剰
余
価
値
思
想
を
あ
ら
わ
す
注

　
　
目
す
べ
書
こ
と
ば
が
み
ら
れ
る
、
　
「
労
働
者
た
ち
は
半
年
だ
け
の

　
　
価
値
と
ひ
き
か
え
に
、
ま
る
一
年
の
労
働
を
資
本
家
た
ち
に
。
わ
た

　
　
し
て
き
た
、
、
…
…
こ
の
取
引
は
多
く
の
場
合
合
法
的
で
は
あ
る
が

　
　
鉄
面
皮
な
窃
盗
に
．
ほ
か
な
ら
な
い
。
」
（
声
呂
冒
♂
考
事
８
ま
一
・

　
　
一
・
；
、
、
・
。
、
、
－
、
－
子
・
『
哲
学
の
貧
困
」
『
選
集
』
第
一
巻
三
二
二
－
三
頁
、
）

　
い
ま
一
つ
の
流
れ
を
な
す
資
本
主
義
批
判
寿
た
ち
の
最
初
の
も
の
は
、

マ
ル
ク
ス
が
大
英
博
物
館
の
警
物
の
山
の
な
か
か
ら
発
見
し
た
パ
ソ
フ

レ
ッ
ト
『
国
民
的
苦
難
の
根
源
お
よ
び
救
済
策
　
ラ
ッ
セ
ル
卿
へ
の
手

紙
』
（
↓
箒
撃
昌
８
彗
｛
寄
豪
号
◎
｛
一
プ
ｏ
オ
ま
◎
量
一
Ｕ
毒
ｇ
曇
蟹
・
一
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五
（
七
五
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
六
号
）

＞
崇
毒
二
・
■
・
邑
言
；
窒
仰
閉
〇
一
二
◎
。
曽
）
の
匿
名
の
薯
者
で
あ
る
。

ブ
ル
ク
ス
に
よ
れ
ば
彼
は
リ
カ
ー
ド
に
く
ら
べ
て
一
つ
の
本
質
的
進
歩

を
と
げ
て
い
る
、
彼
は
剰
余
価
値
、
彼
の
用
語
に
し
た
が
え
ぱ
「
利
子
」

　
（
一
コ
奪
婁
）
を
剰
余
労
働
、
す
な
わ
ち
労
働
者
が
労
働
力
の
価
値
を
代

置
す
る
と
こ
ろ
の
、
ま
た
は
労
賃
に
た
い
す
る
等
価
を
生
産
す
る
だ
け

の
労
働
量
を
超
え
て
な
す
ど
こ
ろ
の
労
働
に
帰
せ
し
め
て
い
る
。
価
値

一
を
労
働
に
帰
せ
し
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
の
と
同
様
に
、
剰
余
価
値

を
剰
余
労
働
に
帰
せ
し
め
る
こ
と
に
重
要
で
あ
る
、
と
さ
れ
一
、
い
る
、
、

こ
の
薯
者
江
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
、
「
も
し
労
働
者

が
バ
ソ
の
代
り
に
馬
鈴
薯
で
生
き
て
ゆ
く
と
こ
ろ
ま
で
追
い
つ
め
ら
れ

て
し
ま
う
場
合
に
は
、
彼
の
労
働
か
ら
よ
り
多
く
の
も
の
が
要
求
さ
れ

う
る
こ
と
は
な
ん
ら
疑
い
が
な
い
、
、
い
い
か
え
れ
ぱ
、
労
働
者
が
パ
ソ
で

生
ぎ
て
い
た
あ
い
だ
は
、
彼
自
身
お
よ
び
そ
の
家
族
を
養
っ
て
ゆ
く
た

め
に
、
月
曜
日
と
木
曜
日
と
の
労
働
を
費
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
に
、

馬
鈴
薯
で
生
ぎ
て
ゆ
く
と
ぎ
に
は
月
曜
日
の
半
分
だ
け
を
自
分
の
も
の

と
し
て
、
月
曜
日
の
他
の
半
分
と
木
曜
日
の
全
部
と
は
、
国
家
ま
た
は

資
本
家
の
た
め
の
労
働
に
使
わ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
」
「
資
本
家
に
支
払

わ
れ
た
利
子
よ
、
そ
れ
が
地
代
、
貨
幣
利
子
、
ま
た
は
企
業
者
の
利
潤

の
い
ず
れ
の
形
態
を
と
る
か
を
間
わ
ず
、
他
人
の
労
働
か
ら
亥
払
わ
れ

る
の
で
お
る
と
い
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
、
」
と
、
、
こ
の
よ
う
に
彼
に

剰
余
価
値
を
剰
余
労
働
に
帰
し
、
こ
の
剰
余
価
値
の
一
般
的
形
態
を
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
六
（
七
五
八
）

の
特
陳
形
態
か
ら
区
別
し
て
い
る
。
し
か
し
剰
余
棚
値
を
そ
の
特
殊
な

一
形
態
の
名
称
で
あ
る
利
子
と
名
ず
げ
た
こ
と
は
、
彼
が
既
存
の
経
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｍ

学
的
範
榛
に
囚
わ
、
れ
一
、
い
た
こ
と
を
示
し
で
、
い
る
。
彼
は
さ
ら
に
つ
ぎ

の
よ
う
に
主
張
Ｌ
て
い
る
。
資
本
に
た
い
し
一
、
な
ん
ら
の
利
子
も
支
払

わ
れ
な
い
と
ぎ
、
は
じ
め
一
、
そ
の
国
に
真
に
富
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

す
な
わ
ち
「
十
二
時
問
で
注
な
く
六
時
問
働
く
と
き
で
あ
る
、
、
富
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
ｂ
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
ザ

人
々
の
自
由
に
し
う
る
時
問
以
外
の
な
に
も
の
で
、
も
な
い
、
」
と
。
、
こ

れ
は
ま
こ
と
に
す
ぐ
れ
た
患
想
で
お
り
、
マ
ル
ク
ス
の
根
本
理
念
に
通

ず
る
考
え
方
で
あ
る
、
一
彼
の
蓄
作
は
こ
こ
で
問
題
に
し
一
、
い
る
人
々

（
リ
ヵ
ー
ド
派
社
会
主
義
者
）
の
薯
書
の
う
ち
で
、
も
っ
と
も
早
い
も

の
で
あ
る
が
、
剰
余
価
値
の
把
握
の
点
で
二
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
レ
ヴ
ソ
ス
ト
ー
ソ
　
（
民
賢
ｋ
■
婁
８
・
・
３
篶
）
の
　
『
減
債
基
金

と
そ
の
影
響
に
か
ん
す
る
考
察
』
　
（
、
；
・
お
一
毒
昌
亭
・
司
・
冒
皇
岩

コ
○
重
§
彗
｛
箒
ヨ
書
身
一
Ｈ
・
。
虐
）
が
あ
る
、
、
彼
に
よ
れ
ば
、
資
本
は

他
人
の
労
働
に
た
い
す
る
支
配
で
お
り
、
そ
れ
が
剰
余
生
産
物
に
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

す
る
請
求
権
を
あ
た
え
る
の
で
あ
る
、
、

　
彼
ら
の
う
ち
で
も
っ
と
も
著
名
な
の
よ
、
ト
ー
て
ス
・
ホ
ジ
ス
キ
ソ

（
ビ
…
自
；
；
・
倉
を
一
・
二
妻
べ
－
Ｈ
・
。
８
）
で
あ
る
、
、
彼
二
そ
の
理
論
の

基
礎
を
功
利
主
義
で
は
な
く
自
然
権
に
お
ぎ
、
ロ
ッ
ク
の
自
然
法
恩
想

を
新
し
く
復
活
さ
せ
た
、
彼
は
仕
会
の
病
根
が
自
然
権
　
　
労
働
者
が



自
已
の
労
働
の
全
生
産
物
を
所
有
す
る
権
利
に
そ
の
主
要
な
内
容
で
あ

る
　
　
が
財
産
の
人
為
権
に
よ
っ
一
、
犯
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と

し
、
こ
の
自
然
権
を
基
礎
と
す
る
社
会
問
題
の
解
決
を
考
え
た
。
す
な

わ
ち
、
彼
は
そ
の
著
『
労
働
擁
護
論
』
（
－
き
・
言
Ｕ
昏
、
、
｛
。
ｐ
晶
。
、
、
ぴ
け

昌
嵩
Ｏ
－
巴
旨
ｏ
・
◎
ｈ
０
２
亘
言
＝
◎
目
　
含
さ
　
Ｃ
Ｈ
毛
８
｛
貢
９
才
ｏ
目
ｏ
ｕ
・
ｏ
・
　
◎
｛
　
Ｏ
ｐ
亘
冒
－

窄
量
＆
色
艘
■
臥
Ｒ
雪
８
け
一
・
亭
¢
勺
嚢
彗
片
ｏ
○
冒
享
暮
け
一
◎
豪
晶
巳
豪
け

－
◎
冒
烏
｝
旨
員
Ｈ
Ｏ
。
蟹
）
　
『
民
衆
の
経
済
学
』
（
５
℃
己
害
昏
；
・
巴
■
８
．

８
冒
￥
星
暮
Ｈ
き
冒
窪
宗
一
ぎ
色
９
書
Ｈ
・
・
己
昌
冒
。
争
邑
・
、
。
。

Ｈ
星
ぎ
巨
・
身
Ｈ
・
ｃ
曽
）
、
『
自
然
権
と
人
為
権
』
　
（
昌
嵩
ヨ
膏
巴
・
己

＞
【
竈
饒
ｏ
｛
巳
〆
－
ぴ
ｑ
プ
ａ
（
島
－
、
箏
一
）
ｏ
二
ｋ
ｐ
）
目
言
ｐ
］
ｎ
ａ
ｐ
－
Ｈ
Ｏ
ｃ
ｃ
○
〕
）
ト
に
い
ゆ
い
！
、
、
ス

ミ
ス
、
リ
カ
ー
ド
以
来
の
労
働
．
価
値
説
か
ら
出
発
し
て
、
　
「
資
本
の
不

生
産
性
」
を
証
明
し
よ
う
と
し
た
の
で
ポ
る
。
彼
の
説
く
と
こ
ろ
に
ょ

れ
ば
、
す
べ
て
の
富
に
労
働
の
生
藤
物
で
あ
り
、
資
本
も
元
来
労
働
の

生
産
物
に
他
な
ら
な
い
の
で
、
経
済
学
者
た
お
の
よ
う
に
資
本
が
富
の

生
産
者
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
は
誤
り
で
お
る
。
ま
ず
流
動
資
本
、
す

な
わ
ち
労
働
者
の
食
物
と
衣
服
に
つ
い
で
、
考
え
れ
ぱ
、
こ
れ
に
ょ
っ
一
、

労
働
者
の
生
活
が
支
え
ら
れ
、
生
産
が
可
能
と
な
る
と
主
張
さ
れ
て
い

る
が
、
実
は
そ
の
生
活
を
支
え
、
一
、
い
る
も
の
は
「
共
存
労
働
」
（
８
．

婁
一
邑
肩
一
己
…
・
）
、
す
な
わ
ち
同
時
に
働
い
で
、
い
る
他
の
労
働
者
た
ち

の
労
働
に
他
な
ら
な
い
、
つ
ぎ
に
固
定
資
本
に
つ
い
て
も
、
道
具
や
機

械
の
使
用
に
よ
っ
て
労
働
の
生
産
力
が
増
大
す
る
が
“
Ｌ
か
し
そ
れ
は

　
　
　
剰
余
一
晒
一
侑
旧
説
”
の
’
成
立
過
程
｝
嘗
、
（
…
松
囲
）

労
働
者
の
労
働
が
加
え
ら
れ
な
い
か
ぎ
り
な
に
も
の
を
も
生
産
し
な
い
、
、

し
た
が
っ
て
資
本
は
不
生
産
的
で
あ
り
、
労
働
の
生
産
物
は
す
べ
て
労

働
者
の
所
有
に
帰
す
べ
き
で
あ
る
、
、
し
か
る
に
資
本
に
た
い
し
て
多
額

の
利
潤
が
支
払
わ
れ
、
し
．
か
も
そ
れ
が
複
利
を
も
っ
て
増
大
す
る
と
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
ム

ろ
に
労
働
者
の
貧
困
の
原
因
が
あ
る
。
　
「
資
本
と
は
…
…
他
の
人
ヵ
を

丸
裸
に
さ
せ
石
人
々
に
よ
っ
て
、
彼
ら
を
剥
奪
す
泥
手
を
隠
す
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幻

発
明
さ
れ
て
い
る
一
種
の
神
秘
的
な
こ
と
ぱ
で
あ
る
。
」
労
働
の
み
が

生
産
的
で
お
り
、
資
本
は
不
生
産
的
で
お
る
！
　
古
典
経
済
学
の
労
働

価
値
説
は
こ
こ
に
そ
の
必
然
の
帰
結
を
見
出
し
た
。
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
ジ
ー

の
武
器
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
よ
っ
で
。
ブ
ル
ジ
ヨ
７
ジ
ー
自
身
の
胸

に
つ
き
つ
け
ら
れ
た
の
で
お
る
。
も
っ
と
も
ホ
ジ
ス
キ
ソ
は
分
配
の
問

題
、
す
な
わ
ち
労
働
の
報
酬
の
決
定
に
こ
れ
を
自
由
競
争
に
委
ね
よ
、
づ

と
考
え
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
　
「
け
っ
し
て
社
会
主
義
者
で
は
な
か
っ

）
ｏ
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

２

た
、
」

　
均
穴
．
声
責
一
一
一
ぎ
ユ
昌
（
一
ご
〇
二
一
；
ン
宣
；
奏
ゴ
星
．
Ｈ
Ｈ
－
．
○
○
．
Ｎ
・
。
Ｈ

　
　
訳
『
全
集
』
第
一
一
巻
　
二
八
六
－
七
頁
、

　
○
勺
　
Ｈ
三
（
一
・
ｏ
○
・
Ｍ
ｃ
ｃ
〕
ｉ
○
○
　
訳
二
八
八
頁
。

　
、
岬
　
；
亭
エ
・
○
○
Ｓ
　
訳
三
〇
六
頁
、

　
胸
、
旨
芦
！
○
Ｃ
婁
　
訳
三
〇
七
頁
二

　
肋
一
三
・
ぴ
・
・
。
Ｃ
Ｃ
　
　
二
二
頁
．

　
剛
　
一
一
・
目
＆
暢
事
一
二
包
さ
膏
－
定
婁
－
邑
素
一
ま
ぴ
一
享
ｏ
（
一
一
争
一
一
｝
ｃ
｛

　
　
○
毛
－
阜
弓
訂
≠
冒
茅
轟
、
■
旨
昌
｛
宕
ｓ
勺
・
○
ｃ
ｇ
ｏ
Ｏ
ｏ
◎
ら
Ｎ
　
鈴
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
了
一
七
（
七
五
九
）
．



　
　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
二
巻
・
第
六
号
）

　
　
鴻
一
郎
『
労
働
擁
護
論
』
　
（
古
典
文
庫
）
二
九
、
三
一
、
四
二
頁
。

　
＠
ゆ
　
Ｈ
匡
｛
・
勺
・
８
　
訳
四
八
頁
。

　
幽
　
茅
ｐ
掌
三
・
・
プ
コ
○
ｇ
邑
一
竃
戸
く
〇
一
．
Ｈ
二
・
．
８
ｏ
訳
ご
二
一
頁
。

　
以
上
の
二
つ
の
流
れ
の
う
ち
で
、
経
済
学
史
に
と
っ
一
、
一
層
重
要
な

の
江
後
の
方
の
人
々
で
お
る
、
、
な
ぜ
な
ら
、
前
の
社
会
主
義
者
た
ち
の

学
説
に
は
剰
余
価
値
の
搾
取
に
た
い
す
る
倫
揮
的
批
判
の
色
彩
が
つ
よ

い
の
に
た
い
し
て
、
後
の
反
資
本
主
義
的
経
済
学
者
た
ち
の
方
は
、
あ

る
い
は
剰
余
価
値
の
源
泉
の
把
握
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
資
本
の
不
生

産
性
の
証
明
に
お
い
て
、
理
論
的
に
よ
り
一
層
明
確
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
マ
ル
ク
ス
が
そ
の
一
八
五
〇
年
代
の
研
究
に
よ
っ
一
、
彼
の
剰
余
価

値
論
を
形
成
す
る
、
さ
い
に
一
つ
の
手
が
か
り
と
な
っ
た
も
の
は
、
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
－

ら
三
人
の
著
作
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
、
、
し
た
が
っ
一
．
ア
ソ
ト
ソ
・
メ

ソ
ガ
ー
が
、
「
マ
ル
ク
ス
ニ
タ
ム
ソ
ソ
の
薯
書
か
ら
直
擦
彼
の
見
解
を

　
　
　
Ｄ

　
　
　
〇
一

え
て
い
る
。
」
な
ど
と
い
う
の
は
ま
っ
た
く
見
当
ち
が
い
で
あ
ろ
う
、

　
つ
ぎ
に
、
こ
れ
ら
の
人
ヵ
は
リ
ヵ
ー
ド
理
論
の
矛
盾
、
す
な
わ
ち
一

方
に
お
い
て
、
「
労
働
は
交
換
伽
値
の
唯
一
の
源
泉
で
あ
り
、
使
用
価

値
の
能
動
的
創
造
者
で
あ
る
。
」
と
論
じ
な
が
ら
、
し
か
も
他
方
に
お

い
一
、
、
「
資
本
が
す
ベ
ィ
、
で
あ
る
、
、
労
働
者
は
無
か
、
ま
た
は
資
本
の

生
産
費
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
、
」
と
い
う
こ
と
の
矛
盾
を
指
摘
し
、
「
資

本
は
労
働
者
の
搾
取
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
。
労
働
こ
そ
は
す
べ

！
、
で
あ
る
、
」
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
お
っ
！
、
、
そ
れ
ユ
「
リ
ヵ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八
（
七
六
〇
）

の
見
地
に
た
ぢ
、
彼
自
身
の
前
提
の
基
礎
の
う
え
に
お
い
て
、
プ
ロ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

タ
リ
ァ
の
利
益
を
代
表
す
る
も
の
の
最
後
の
こ
と
ば
」
だ
っ
た
の
で
ち

る
。
そ
れ
ゆ
え
リ
ヵ
ー
ド
派
社
会
主
義
者
を
た
ん
に
「
小
生
産
者
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
＾

代
表
す
る
も
の
と
み
な
す
見
解
に
は
賛
成
し
え
な
い
、

　
鯛
　
周
知
の
よ
う
に
、
　
『
剰
余
価
値
学
説
史
』
第
三
巻
第
三
章
「
経

　
　
済
学
者
に
た
い
す
る
リ
カ
ー
ド
説
を
基
礎
と
す
る
反
対
」
は
、
パ

　
　
ン
フ
レ
ッ
ト
（
－
国
民
的
苦
難
の
根
源
お
よ
び
救
済
策
』
）
作
者
、

　
　
レ
ヴ
ン
ス
ト
ー
ン
、
ホ
ジ
ス
キ
ン
の
三
人
を
論
じ
て
い
る
、
．

　
幼
　
＞
「
；
目
考
雪
び
ｑ
ｇ
づ
２
・
・
〆
８
巨
昌
｛
｛
ｓ
き
一
一
〇
「
－
＞
｝
ｏ
豪
ｏ
葦
名
一

　
　
Ｈ
○
。
○
。
○
　
森
戸
辰
掲
訳
『
企
労
働
収
益
権
史
諭
』
（
『
杜
会
思
想
全

　
　
集
』
）
六
六
頁
、
、

　
鋤
　
冒
冒
♂
一
一
一
員
ま
雪
し
ｗ
一
一
・
Ｈ
自
・
叩
山
・
ｏ
○
○
り
訳
三
一
二
頁
。

　
酬
　
隅
谷
三
恵
勇
「
リ
カ
ー
ド
ー
派
杜
会
主
義
序
説
」
舞
出
教
授
還

　
　
暦
記
念
論
文
佑
宋
『
古
典
学
派
の
生
成
と
畏
開
』
二
六
六
－
七
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
３

　
大
陸
に
お
い
て
、
リ
カ
ー
ド
経
済
学
か
ら
社
会
主
義
的
帰
結
を
み
ち

び
き
、
だ
し
た
も
の
に
は
、
フ
ラ
ソ
ス
の
プ
ル
ー
ド
ソ
と
プ
ロ
シ
ャ
の
ロ

ー
ド
ベ
ル
ッ
ス
が
あ
ろ
。

　
プ
ル
ー
ド
ソ
（
－
、
一
賢
ｏ
－
享
量
二
、
５
邑
一
５
Ｐ
宝
８
－
婁
）
は
盟
ハ
型
的

な
小
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
社
会
主
義
寿
で
あ
っ
た
、
「
財
産
と
は
盗
奪
で
あ
る
。
」

と
喝
破
し
た
『
財
産
と
二
な
に
か
』
（
一
官
，
婁
－
８
｛
二
・
－
・
５
言
心
一
ぴ
～

－
Ｏ
。
、
６
）
は
マ
ル
ク
ス
の
賞
讃
を
え
た
が
、
『
経
済
的
矛
盾
の
体
系
、
あ



る
い
は
貧
困
の
哲
学
』
（
○
○
苫
似
冒
Ｏ
宕
…
昌
暮
震
９
一
〇
豪
８
昌
◎
邑
｛
９

；
ぎ
勺
；
婁
｛
巳
・
｛
二
：
ま
ぎ
二
・
。
島
）
に
展
開
さ
れ
た
彼
の
経
済

理
論
は
、
『
哲
学
の
賓
困
』
（
冒
落
５
宗
ぎ
℃
巨
９
毛
プ
一
９
黒
勺
昌
・
ｎ
ｏ
甘

江
－
、
；
一
ｇ
ｏ
勺
罰
ｏ
宗
ぎ
冒
山
・
・
～
－
ｏ
宗
旨
．
－
、
５
目
曽
さ
員
Ｈ
ｏ
ｏ
ミ
）
に
お
い
て

マ
ル
ク
ス
の
痛
烈
な
批
判
を
蒙
っ
た
。
プ
ル
ー
ド
ヅ
は
、
リ
ヵ
ー
ド
の

の
べ
た
労
働
価
値
法
則
す
な
わ
ち
労
働
時
間
に
よ
る
価
値
の
決
定
か
ら
、

諸
商
品
が
現
実
に
お
い
て
も
、
そ
の
価
値
ど
お
り
に
交
換
さ
れ
ね
ば
な

ら
ぬ
と
い
う
結
論
を
み
ち
び
き
だ
す
、
、
さ
ら
に
労
働
の
価
値
と
そ
の
労

働
の
生
産
す
る
価
値
と
は
相
等
Ｌ
く
な
げ
れ
ぱ
な
ら
ぬ
と
す
る
。
現
実

に
お
げ
る
こ
の
均
衡
の
擬
乱
と
そ
れ
か
ら
生
ず
る
一
さ
い
の
弊
害
と
ユ
、

す
べ
て
私
的
交
換
と
そ
の
産
物
で
ち
る
貨
幣
に
よ
っ
て
ひ
ぎ
お
こ
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
、
、
そ
こ
で
プ
ル
ー
ド
ン
は
労
働
時
問
を
表
示
す
る
労
働

貨
幣
を
発
行
す
る
人
民
銀
行
の
創
設
を
主
張
し
た
、
、
そ
れ
は
資
本
主
義

社
会
の
基
礎
を
そ
の
ま
ま
に
し
な
が
ら
、
そ
の
害
悪
を
と
り
の
ぞ
こ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
－

と
す
る
小
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
空
想
で
あ
っ
た
、

　
吻
　
レ
ー
ニ
ン
は
プ
ル
ー
ド
ン
の
見
解
の
つ
ぎ
の
よ
う
な
あ
ま
す
と

　
　
こ
ろ
の
な
い
総
播
を
あ
た
え
て
い
る
。
　
「
資
本
主
義
と
そ
の
基
礎

　
　
で
あ
る
商
品
生
産
を
廃
棄
し
な
い
で
、
こ
の
基
礎
か
ら
悪
用
や
賛

　
　
肉
な
ど
切
り
と
る
こ
と
、
交
換
と
交
換
価
値
を
廃
棄
し
な
い
で
、

　
　
反
対
に
．
そ
れ
を
「
構
成
」
し
そ
れ
を
一
般
的
な
、
絶
対
的
な
、
変

　
　
動
や
恐
慌
や
悪
用
の
な
い
公
正
な
も
の
に
す
る
こ
と
－
こ
れ
が

　
　
プ
ル
ー
ド
ン
の
思
想
で
あ
る
。
」
と
。
（
ロ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
グ
・
ブ
リ

　
　
剰
余
価
値
説
の
成
立
過
程
臼
（
松
固
）

　
　
ユ
ー
ミ
ン
『
経
済
学
史
』
下
巻
五
二
七
Ｌ
八
頁
）

　
ロ
ー
ド
ベ
ル
ッ
ス
　
（
Ｈ
０
プ
ｐ
目
目
一
く
ｐ
巳
■
ｏ
隼
）
－
お
『
一
旨
ｏ
ｎ
．
Ｈ
Ｏ
ｃ
Ｏ
ｑ
１
“
ｑ
）
　
心
｛
、

『
国
家
経
済
の
現
状
認
識
の
た
め
に
』
（
Ｎ
昌
軍
ぎ
昌
巨
げ
冒
口
ｎ
・
§
。
。
７

§
冨
ま
壽
・
ぎ
昌
邑
嵩
目
Ｎ
易
蔑
貨
Ｈ
・
。
亀
）
、
『
地
代
論
』
（
考
夢
ま
ぴ
ｑ
冒
び
ｑ

｛
２
星
ｓ
邑
◎
８
プ
ｇ
■
争
８
く
ｏ
目
宗
目
○
『
昌
串
雪
言
自
箏
｛
宙
晶
ａ
目
｛
負
目
び
ｑ

吐
目
雪
目
ｇ
ｇ
カ
ｇ
一
彗
苧
ｏ
ｏ
ユ
９
Ｕ
Ｈ
葦
艘
寅
ユ
臥
ｐ
目
＜
○
目
穴
オ
争
冒
彗
～

冨
呂
）
、
『
資
本
』
（
Ｈ
）
冨
六
・
貝
具
≦
暮
９
。
・
畠
邑
艘
－
ま
・
｝
昌
き
自

冒
事
曇
昌
一
易
・
。
・
。
）
等
の
著
作
に
お
い
て
古
典
学
派
の
労
働
価
値
説

を
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
独
特
の
剰
余
価
値
説
に
到
達
Ｌ
た
。

彼
に
よ
れ
ぱ
、
す
べ
て
の
経
済
財
ユ
労
働
の
み
を
費
用
と
す
る
が
、
Ｌ

か
も
労
働
生
産
物
は
労
働
者
に
の
み
帰
属
せ
ず
、
そ
の
一
部
は
労
働
に

よ
っ
て
で
は
な
く
所
有
権
に
基
ず
い
て
取
得
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
「
賃
子
」

（
寄
具
・
）
と
な
る
。
す
な
わ
ち
ロ
ー
ド
ベ
ル
ッ
ス
は
剰
余
価
値
一
般
を

「
賃
子
」
と
い
う
名
称
に
よ
っ
て
把
握
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
彼
は
、

工
業
生
産
物
に
ユ
農
業
生
産
物
に
は
な
い
と
こ
ろ
の
「
材
料
価
値
」
が

含
ま
れ
、
し
た
が
っ
で
、
賃
子
率
二
工
業
資
本
の
方
が
農
業
資
本
よ
り
低

い
た
め
に
、
こ
の
超
過
分
が
地
代
と
な
る
と
考
え
て
、
は
じ
め
て
「
絶

対
地
代
」
を
認
識
し
た
。
し
か
し
ロ
ー
ド
ベ
ル
ッ
ス
の
剰
余
価
値
論
よ

そ
の
本
質
に
お
い
一
、
、
リ
カ
ー
ド
派
社
会
主
義
の
そ
れ
を
出
て
い
な
い
。

彼
も
剰
余
仙
値
を
そ
の
特
殊
の
一
形
態
の
名
称
で
よ
び
、
ま
た
そ
れ
を

全
資
本
制
生
産
の
分
析
の
鍵
と
Ｌ
狂
い
で
、
む
し
ろ
ユ
ー
ト
ピ
ァ
の
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
九
（
七
六
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
六
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

礎
た
ら
し
め
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
は
こ
の
改
革
を
プ
ロ
シ
ヤ
国

家
に
求
め
た
の
で
あ
る
、
ロ
ー
ド
ベ
ル
ッ
ス
の
経
済
学
説
は
学
説
史
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

マ
ル
ク
ス
経
済
学
に
も
っ
と
も
近
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
社
会
主
義
経

済
学
成
立
の
本
流
と
は
無
交
渉
で
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
の
剰
余
価
値
論
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

彼
と
は
ま
っ
た
く
別
箇
に
生
誕
し
た
の
で
あ
る
。

　
鯛
｝
お
芸
一
く
ｏ
毫
◎
算
豊
旨
．
．
Ｕ
暮
■
毛
ぎ
－
、
、
、
舅
｛
．
目
．
ｏ
ｏ
．
Ｈ
◎
◎
訳

　
　
働
二
二
頁
。

　
鯛
　
平
瀬
巳
之
吉
氏
は
、
ロ
ー
ド
ベ
ル
ツ
ス
の
経
済
学
を
、
古
典
経

　
　
済
学
と
マ
ル
ク
ス
経
済
学
と
を
む
す
ぶ
「
中
間
の
環
の
最
大
の
も

　
　
の
」
、
「
客
観
的
に
．
は
」
マ
ル
ク
ス
経
済
学
に
．
「
最
も
親
近
と
類
縁

　
　
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
、
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
（
平
瀬
巳
之
吉

　
　
『
古
典
経
済
学
の
解
体
と
発
展
』
一
頁
）

　
ｅ
ｏ
　
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
マ
ル
ク
ス
の
剰
余
価
値
論
が
ロ
ー
ド
ベ
ル
ツ

　
　
ス
か
ら
の
剰
簿
で
あ
る
と
い
う
中
傷
に
答
え
て
、
マ
ル
ク
ス
が
彼

　
　
自
身
の
経
済
学
批
判
を
完
成
し
た
一
八
五
九
年
頃
ま
で
ロ
ー
ド
ベ

　
　
ル
ッ
ス
を
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
し
か
も
一
八
四
七

　
　
年
頃
に
は
剰
余
価
値
が
ど
こ
か
ら
、
ま
た
い
か
に
し
て
生
ず
る
か

　
　
を
き
わ
め
て
よ
く
知
っ
て
い
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
、
、
（
掌
お
ｏ
ア

　
　
旨
声
○
○
。
ｃ
ｏ
　
訊
一
五
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
未
完
）

　
「
マ
ル
ク
ス
剰
余
価
値
論
の
生
成
」
　
に
．
か
ん
す
る
続
稿
は
、
次
号

　
『
マ
ル
ク
ス
記
念
論
文
特
集
』
に
掲
載
の
予
定
つ

一
二
〇
（
七
六
二
）


